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１，概要

２，取り組み内容

（１）データに基づく初乳給与法の違い

による導入時の血清ＴＰ濃度及び疾病率

（２）衛生対策の実施

３，今後の課題
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１．概要



設立の経緯
豊頃町では･･･

ほ育・育成牛受託事業を開業

飼養規模拡大

飼料 高騰

労働力

施設

農地
不足

合理化
効率化
生産拡大
低コスト化



設 立 平成22年4月16日
資本金 2，000万円
事 業 ほ育・育成牛の受託管理
事業費 27,800万円

豊頃町内酪農家16戸

代表取締役 桐山 靖朗 （全般）
取締役場長 景山 正志 （集荷・ほ乳舎以降）
取締役 桐山 明子 （導入舎）

桐山 奈津紀 （導入舎）
武野 弘一 （外部取締役）
軍司 光司 （ 〃 ）
津久井清美 （ 〃 ）

受委託契約

(株)シー・ブライト



受託頭数の推移
８４９

７５１

６５０

頭数

８５３



預託契約

• 預託料 540円/日・頭

• 集荷運賃 1,000円/頭

• サルモネラ検査料 1,360円/回

• 疾病予防対策 1,800円/頭

• 退舎運賃 実費

• 預託期間 出生後2日～10か月

（一部12ヶ月）



２．取り組み内容



（１）データに基づく初乳給与法の違いに
よる導入時の血清ＴＰ濃度及び疾病率



時期 項目

導入前
（分娩～導入日）

母牛産次、ワクチン接種状況、
出生発見時刻、初乳給与時刻、
初乳給与量、牛の状態、便の状態

導入時
（３～５日齢）

体重、体高、血清ＴＰ濃度、
初乳給与状況（量・時間・種類）、
体温、臍帯、サルモネラ罹患

導入～離乳時 ほ乳状況（量）

離乳時
（目安55日齢）

体重、体高

退去時（10ヶ月齢） 体重、体高、ＤＧ

表１ 調査項目



農家記入例



初乳給与方法に関して使用したデータ

１．生年月日、入牧年月日
２．入牧時体重
３．出生発見時刻、初乳給与時刻
４．初乳１、２回目の種類及び摂取量
５．生後３日齢の血中タンパク質（TP）濃度

2011/8/2~2014/3/26に生まれたホルスタイン

雌子牛１８２３頭（１６農場）を対象

調査対象子牛

調査項目



初乳給与の基本

１．初乳給与量と抗体濃度

２．初乳給与までの時間
６時間以内（最低でも12時間以内）

１回目の給与で良質な初乳をたくさん飲ませる

３．抗体濃度の目標値
血清中のIgGの測定は生産現場では困難

→血清中のＴＰでおおよそ判断（３日齢）

ＴＰが5.0g/dl未満 →不足！！
ＴＰが5.0～5.5g/dl→まあまあ
ＴＰが5.5g/dl以上 →ＯＫ！！



農場別成績

１戸あたり調査頭数 ３８～６１１頭

農場 頭数
導入時

日齢 体重(kg)

Ａ 41 4.1 42.7
Ｂ 110 4.1 42.3
Ｃ 611 4.5 41.7
Ｄ 57 4.2 41.6
Ｅ 76 4.7 42.5
Ｆ 140 4.4 40.4
Ｇ 69 5.3 43.1
Ｈ 39 3.5 44.4
Ｉ 38 3.9 43.8
Ｊ 93 4.5 39.6
Ｋ 74 5.0 41.9
Ｌ 90 4.4 41.2
Ｍ 58 4.6 43.5
Ｎ 68 4.3 38.6
Ｏ 79 4.7 43.2
Ｐ 180 3.4 41.2

全体 1823 4.3 42.0

導入時日齢 平均4.3(3.5~5.3)

導入時体重 平均42.0kg

農場N(38.6kg),J(39.6kg)が
小さい傾向

その他の農場では40~45kgの範囲

導入時の日齢や体重は農場間で
概ね同程度



農場名 頭数

初乳

給与
時間

Ａ 41 5.6
Ｂ 110 4.7
Ｃ 611 2.3
Ｄ 57 4.5
Ｅ 76 2.7
Ｆ 140 3.4
Ｇ 69 3.8
Ｈ 39 3.1
Ｉ 38 2.2
Ｊ 93 1.7
Ｋ 74 3.9
Ｌ 90 4.4
Ｍ 58 2.6
Ｎ 68 2.9
Ｏ 79 2.8
Ｐ 180 1.9
全体 1823 3.3

初乳給与時間

全農場で平均６時間以内。

個体別でも概ね12時間以内
に給与されている。



農場 頭数
血中TP

平均 <5.0 <5.0
(g/ｄℓ) (頭数) (%)

Ａ 41 6.1 0 0.0

Ｂ 110 6.1 1 0.9

Ｃ 611 6.4 7 1.1

Ｄ 57 5.8 2 3.5

Ｅ 76 6.2 3 3.9

Ｆ 140 6.0 11 7.9

Ｇ 69 5.7 6 8.7

Ｈ 39 5.8 5 12.8

Ｉ 38 5.6 5 13.2

Ｊ 93 5.7 20 21.5

Ｋ 74 5.4 16 21.6

Ｌ 90 5.4 22 24.4

Ｍ 58 5.3 16 27.6

Ｎ 68 5.3 21 30.9

Ｏ 79 5.2 25 31.6

Ｐ 180 5.0 95 52.8

全体 1823 5.7 255 14

ＴＰ値
5.5g/dl以上 →ＯＫ！！
5.0～5.5g/dl →まあまあ
5.0未満g/dl →不足！！

農家別血中TP濃度

農家間差が大きい



血中TP濃度別の初乳の種類および摂取量の状況

TP
(g/dl)

頭数 割合
初乳給
与まで
の時間

１回目

初乳
初乳 冷凍

冷凍初
乳 パウダー

合計
初乳量

＋パウ
ダー 初乳 ＋パウダー

平均(ℓ)
３ℓ以上
(%)－－－－－－－ ％ －－－－－

5.0未満 255 14 2.5 18.4 5.9 3.5 1.2 71.0 100 1.9 2.7

5.0～5.5未満 339 19 3.0 28.3 8.8 4.7 1.8 56.3 100 1.9 3.8

5.5～6.0未満 377 21 3.2 52.3 13 6.6 4.2 24.1 100 2.0 5.0

6.0～6.5未満 418 23 3.0 70.6 8.6 7.2 3.3 10.3 100 2.1 8.9

6.5～7.0未満 267 15 2.8 84.6 5.2 5.2 2.6 2.2 100 2.2 6.0

7.0以上 167 9 2.5 89.8 1.8 4.2 1.8 2.4 100 2.2 10.8

TPは･･･ 初乳を多く飲ませると高くなる

※パウダー＝初乳製剤



農家別パウダ－給与割合

16農場中12農場で使用

TPが低い農家は

パウダー依存率が高い

傾向

↓
給与量が少ないのでは？

※パウダー＝初乳製剤



農場名 頭数
導入
日齢

導入時
体重
(kg)

初乳
給与
時間

初乳量（ℓ） 血中TP

１回目 ２回目 平均
（g/ｄℓ）

<5.0
(頭数)

<5.0
(%)

Ａ 41 4.1 42.7 5.6 1.9 1.9 6.1 0 0.0

Ｂ 110 4.1 42.3 4.7 2.3 2.2 6.1 1 0.9

Ｃ 611 4.5 41.7 2.3 2.0 1.9 6.4 7 1.1

Ｄ 57 4.2 41.6 4.5 1.9 2.9 5.8 2 3.5

Ｅ 76 4.7 42.5 2.7 3.0 2.0 6.2 3 3.9
Ｆ 140 4.4 40.4 3.4 2.0 2.0 6.0 11 7.9
Ｇ 69 5.3 43.1 3.8 2.3 2.3 5.7 6 8.7
Ｈ 39 3.5 44.4 3.1 2.2 2.5 5.8 5 12.8
Ｉ 38 3.9 43.8 2.2 2.2 2.3 5.6 5 13.2
Ｊ 93 4.5 39.6 1.7 1.7 1.7 5.7 20 21.5
Ｋ 74 5.0 41.9 3.9 1.7 2.0 5.4 16 21.6
Ｌ 90 4.4 41.2 4.4 1.9 2.0 5.4 22 24.4
Ｍ 58 4.6 43.5 2.6 1.4 2.4 5.3 16 27.6

Ｎ 68 4.3 38.6 2.9 2.2 2.0 5.3 21 30.9

Ｏ 79 4.7 43.2 2.8 2.0 2.0 5.2 25 31.6

Ｐ 180 3.4 41.2 1.9 2.0 2.0 5.0 95 52.8

全体 1823 4.3 42.0 3.3 2.1 2.1 5.7 255 14.0

農場別成績

ＴＰ５％以下の割合順で上位４農場、下位３農場で色分け



シーブライト在籍中の診療状況（初診）
（期間 2013,7.1-2014.6.30）

農場名 全頭数

疾病頭数

計
初診
診療
割合

細菌性
肺炎

その
他

Ｉ 19 9 0 9 47.4
Ｊ 44 22 2 24 50.0

Ｃ 256 129 1 13050.4

Ｄ 21 11 4 15 52.4
Ｂ 55 33 2 35 60.0
Ｍ 28 17 0 17 60.7
Ａ 23 14 0 14 60.9
Ｆ 62 38 1 39 61.3
Ｋ 35 24 2 26 68.6
Ｅ 36 25 2 27 69.4
Ｎ 27 20 2 22 74.1

Ｐ 104 83 10 93 79.8

Ｏ 48 40 0 40 83.3
Ｌ 48 42 4 46 87.5
Ｇ 42 38 2 40 90.5

Ｈ 26 24 1 25 92.3

Ｃ農場とＰ農場の差は明確！

注：血中ＴＰの集約期間（2011.8.2-2014.3.26)と異なる

写真：導入時のペン
後ろが開放され糞の観察が容易

少
な
い

疾
病

多
い

血中ＴＰ濃度が高い

疾病発症率が少ない傾向

(初診割合が低い）

特に･･･



全
体
の
８
５
％

ＴＰ5.0％以上 100％を目指す！

生時体重(kg)

血
清
中
Ｔ
Ｐ
濃
度
(g
/
ｄ
ｌ
）

まずは・・・



運営当初の問題点と対応

• 人の牛を預かるには、大変気をつかう

• 受託前の飼養方法は、バラバラであった

• 酪農家の受託前飼養方法を統一する取組
を行った

• FAX情報「シー・ブライト通信」で、
情報の共有化、平準化を図った

通信
読んでね



・構成員と情報共有化
・技術の平準化

情報提供

シー・ブライト
通信



総会時返却資料で自分の位置を確認

うちは他と比べて
血清タンパク量が

少ない？

T
P
5
.0
g
/
d
l未
満
生時体重(kg)

血
清
中
Ｔ
Ｐ
濃
度
(g
/
ｄ
ｌ
）



初回給与時の乳の種類と年度別割合

初回給与種類 平成25年度 平成26年度

初 乳 55.4% 62.8%

パ ウ ダ ー 28.1% 15.9%
初乳＋パウダー 8.0% 11.1%

冷 凍 初 乳 5.7% 6.8%

パウダー＋冷凍初乳 2.7% 3.4%

哺乳用粉ミルク 0.1% 0.0%

合 計 100% 100%
n=1889 n=1186

情報提供によりパウダーに
初乳または冷凍初乳を加えてくれるようになった



（２）衛生対策の実施



各種疾病予防プログラムおよび飼養管理

※預託農家へ
母牛への
下痢五種ワクチン
接種を依頼



退去時体高（平成26年度） 退去時体重（平成26年度）

これまでの成績
月齢 12.0±0.3ヶ月
体高 126.4±3.3ｃｍ 、体重378.1±31.2ｋｇ

(n=253)



（３）今後の課題



（１）預託農場の平均産次を伸ばす

• 預託側にできる取り組みの検討

• １０ヶ月齢以降の授精、妊鑑後の
預託希望への対応

• 受託中の死亡率０％に向けた更な
る事故や疾病予防の取り組み



（２）自給飼料100％生産の維持

• 受託頭数の増加により自給飼料１００％
生産が難しくなった場合の飼料調達また
は預託料金設定の検討

乾草庫 バンカーサイロ



（３）十勝ほ育育成受託協議会
• ほ育牛受託の高度な技術習得のための研
修会の開催や情報共有などを目的として
７社でＨ２５年に設立

• 会員農場での統一した飼養管理、技術の
高位平準化を目指す

会員相互研修の様子



退牧場

ご清聴ありがとうございました


